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―
新
し
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
の
新
し
い
お
付
き
合
い
―

ド
イ
ツ
に
つ
い
で
第
二

位

で
、
フ
ラ
ン
ス
や
イ

ギ
リ
ス
を
抜
い
て
い
ま

す
。
テ
レ
ビ

や
ビ
デ
オ

ヘ
の
需
要
は

一
巡

し

て
、
今
は
冷
蔵
庫

・
洗

濯
機

。
ガ
ス
レ
ン
ジ
な
ど
の
白
物
家
電
の

西
側
輸
入
品
に
人
気
が
集
中
し
て
い
ま

す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
製
の
ア
ル
ミ
ザ

ッ
シ

窓
枠
や
バ
ス

・
タ
ブ
な
ど
で
内
装
を
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
の
も
は
や
り
で
す
。

勤
労
者
の
平
均
月
収
は
千
二
百
ズ

ロ

チ
、
四
万
四
千
円
。
昨
年
の
賃
金
上
昇
は

二
五
％
、
物
価
上
昇
率
は

一
七
％
、
実
質

の
賃
金
上
昇
は
八
％
で
す
。
浮
か
れ
る
気

持
ち
は
良
く
分
か
り
ま
す
。

失
業
率
は
全
国
平
均
で

一
一
％
ま
で
下

落
し
ま
し
た
。
ヮ
ル
シ
ャ
ワ
の
失
業
率
は

三

・
〇
％
。
先
月
の
日
本
の
失
業
率
は

三

・
六
％
で
す
か
ら
、
日
本
以
上
に
人
手

不
足
で
す
。

大
変
な
バ
ブ
ル
景
気
で
す
。
好
景
気
で

税
収
が
増
え
た
た
め
、
財
政
赤
字
は

一
挙

に
縮
小
し
ま
し
た
。
国
外
旅
行
も
盛
ん
で

す
。
先
日
、
米
軍
戦
闘
機
が
イ
タ
リ
ア
で

ス
キ
ー

・
ゴ
ン
ド
ラ
の
綱
を
切

っ
て
多
く

の
ス
キ
ー
客
が
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
そ

の
中
に
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
家
族
が
い
ま
し

た
。一

九
六
〇
年
代
ま
で
の
日
本
人
の
ポ
ー

ラ
ン
ド

ヘ
の
接
し
方
は
、
音
楽
や
映
画
や

社
会
の
あ
り
方
を
学
ぼ
う
と
す
る
謙
虚
な

態
度
で
し
た
。
と
こ
ろ
が

一
九
八
〇
年
の

連
帯
運
動
か
ら
援
助
と
か
支
援
と
い
う
傾

向
が
強
く
な
り
ま
し
た
。
殿
様
気
分
の
傲

慢
な
態
度
で
こ
れ
か
ら
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
と

お
付
き
合
い
す
る
と
大
き
な
摩
擦
が
生
じ

る
で
し
ょ
う
。
新
し
い
ポ
ー
ラ
ン
ド
と
は

新
し
い
お
付
き
合
い
の
仕
方
を
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ
う
。

（北
大
教
Ｊ

ポ
ー
ラ
ン
ド
語

講
習
会
の
お
知
ら
せ

初
め
て
習
う
方
、
継
続
の
方
を
対
象

に
日
常
会
話

・
基
礎
文
法
の
人
間

・
初
級

コ
ー
ス
。
　

そ
の
他
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
文
化

，
現
況
な
ど
。
　
　
　
　
．

熊
倉
ハ
リ
ー
ナ
先
生
と
高
岡
美
保
先
生

が
担
当
さ
れ
ま
す
。

【
日
時
】
五
月
十
三
日
か
ら

毎
週
水
曜
日

午
後

六
時

～

八
時

七
月
十
五
日
ま
で

（全
十
回
）

【場
所
】
北
海
道
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー

札
幌
市
北
区
北
七
西
五

（電
話
７
３
６

，
３
３
８
８
）

【会
費
と
申
し
込
み
】

一
万
二
千
円

（十
回
分
）

初
国
会
場
に
て
申
し
受
け

【
お
問
い
合
わ
せ
】

富
山
ま
で

（電
話
５
５
１

‐
７
６
９
８
）
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POLE

バ
ブ
ル
景
気
の
ポ
ー
ラ
ン
ド

吉

野

悦

雄

エ
ア

・
マ
ッ
ク
ス
と
い
う
ス
ニ
ー
カ
ー

を
ご
存
じ
で
す
か
？
中
高
生
の
間
で
大
人

気
の
運
動
靴
で
す
。
底
に
、
透
明
な
空
気

層
の
窓
が
い
く

つ
あ
る
か
で
お
値
段
が
違

い
ま
す
。
そ
の
最
高
級
品
を
ワ
ル
シ
ャ
ワ

の
靴
屋
で
発
見
し
ま
し
た
。
全
面

エ
ア
の

タ
イ
プ

で
五
九
九
ズ

ロ
チ
、

二
万

二
千

円
。

日
本

で
は
見
た
こ
と
も
あ
り
ま
せ

ん
。イ

ヴ

・
サ
ン

・
ロ
ー
ラ
ン
な
ら
ご
存
じ

で
し
ょ
う
。
そ
の
直
営
店
が
ヮ
ル
シ
ャ
ワ

の
新
世
界
通
り
に
開
店
し
ま
し
た
。
日
本

で
は
デ
パ
ー
ト
の
中
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
り

ま
す
が
、
直
営
店
は
ま
だ
知
り
ま
せ
ん
。

も
し
か
し
た
ら
銀
座
あ
た
り
に
も
う
あ
る

の
で
し
ょ
う
か
。

た
ま
ご

っ
ち
の
本
物
が
昨
年
十
二
月
上

旬

に
売
り
出
さ
れ
ま
し
た
。
四
五
ズ

ロ

チ
、
千
八
百
円
。
ヮ
ル
シ
ャ
ワ
の
小
学
生

の
ほ
と
ん
ど
が
、
模
造
品
の
子
犬
タ
イ
プ

や
ペ
ン
ギ
ン

・
タ
イ
プ
な
ど
の
た
ま
ご

っ

ち
を
持

っ
て
い
ま
す
。　
二
個
持

っ
て
い
る

子
供
も
か
な
り
い
ま
す
。

今
年
の

一
月
と
二
月
の
新
車
登
録
台
数

は
八
万
台
で
す
。
こ
の
数
字
は
欧
州
で
は
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教
会
と

マ
リ

ア
信
仰

昨
年
の
夏
、
三
十
度
を
こ
え
る
日
中
の

暑
さ
が
よ
う
や
く
お
さ
ま
る
夕
方
、
古
都

ク
ラ
ク
フ
の
中
心
に
あ
る
聖
マ
リ
ア
教
会

で
聖
母
昇
天
を
祝
う
八
月
十
五
日
の
特
別

ミ
サ
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
信
者
に
ま

じ

っ
て
堂
内
に
入
る
と
、
た
く
さ
ん
の

ロ
ー
ソ
ク
の
灯
の
ゅ
ら
め
き
の
中
で
聖
母

マ
リ
ア
を
讃
え
る
歌
と
祈
り
が
続
い
て
い

ま
す
。
そ
の
敬
け
ん
な
祈
り
に
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
人
々
の
マ
リ
ア
信
仰
の
深
さ
を
強
く

感
じ
た
も
の
で
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
が
キ
リ
ス
ト
教
を
受
け
入

れ
た
の
は
九
六
六
年
、
最
初
の
国
王
ミ
ェ

シ
ヨ
が
統
治
し
て
い
る
時
代
で
し
た
。
以

来
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
カ
ト
リ
ッ
ク
文
化
圏
の

一
員
と
し
て
西
欧
キ
リ
ス
ト
教
文
明
と
強

い
結
び
つ
き
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。

し
か
し

一
般
の
農
民
の
古
く
か
ら
の
自
然

信
仰
、
と
く
に
太
陽
信
仰
は
根
強
い
も
の

が
あ
り
、
教
会
は
農
民
の
キ
リ
ス
ト
教
化

の
た
め
に
彼
ら
の
習
俗
を
と
り
入
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
農
民
は
父
な

る
神
よ
り
も
聖
母
マ
リ
ア
の
ほ
う
に
ず

っ

と
親
し
み
を
感

じ
ま
し
た
。
豊

か
な
自
然
の
恵

み
を
与
え
て
く

れ
、
守

っ
て
く

れ
る
大
地
の
母

神

へ
の
古

い
信

仰
を

マ
リ
ア
信

仰

に
重
ね
た
の

で

す

。

し

た

が

っ
て
教
会

に

は

マ
リ
ア
の
イ

コ
ン

（
聖
像
）

が
多
く
飾

ら
れ
ま

し
た
。

マ
リ
ア
の
イ
コ

ン
で
有
名
な
の
は

チ

ェ
ン

ス

ト

ホ

ヴ

ァ
の

「
黒
い
聖

母
」
で
す
。
ヤ
ス

ナ

・
グ
ラ
修
道
院

に
あ
る
こ
の
イ
コ

ン
は

一
三

八

四

年
、
イ
ス
ラ
エ
ル

か
ら
こ
こ
に
運
ば
れ
た
と
さ
れ
、
福
音
者

聖
ル
カ
が
描
い
た
も
の
と
い
う
伝
説
が
あ

り
ま
す
。
ポ
文
協
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
間
団

の
み
な
さ
ん
は
よ
く
ご
存
じ
で
し
ょ
う
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
民
主
化
の

「連
帯
」
運
動
の

シ
ン
ボ
ル
に
な

っ
た
こ
と
か
ら
も

マ
リ
ア

信
仰
が
い
ま
な
お
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
心
を

強
く
結
び
つ
け
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。ク

ラ
ク
フ
の
聖
マ
リ
ア
教
会
は
十
四
世

紀
に
建
て
ら
れ
た
ゴ
シ
ッ
ク
様
式
の
建
築

で
す
が
、
正
面
入
国
か
ら
中
央
奥
の
祭
壇

に
向
か
う
方
向
は
ち
ょ
う
ど
西
か
ら
東

へ

の
方
向
と

一
致
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
東

方
す
な
わ
ち
太
陽
の
昇
る
方
向
に
神
の
座

を
設
け
る
こ
と
で
農
民
の
太
陽
信
仰
を
キ

リ
ス
ト
教
に
結
び
つ
け
る
た
め
で
し
た
。

中
央
の
木
彫
り
祭
壇
は
十
五
世
紀
後
半

に
ヴ
ィ
ド

・
ス
ト
ヴ
オ
シ
と
い
う
彫
刻
家

の
手
に
な
る
も
の
で
、
一局
さ
１
３
メ
ー
ト

ル
、
幅
１
１
メ
ー
ト
ル
、
中
央
部
が
左
右

に
開
か
れ
る
仕
組
み
に
な

っ
て
い
ま
す
。

マ
リ
ア
と
キ
リ
ス
ト
、
聖
人
た
ち
の
諸
像

の
生
き
生
き
と
し
た
木
彫
群
が
釘

一
本
使

わ
ず
に
組
み
立
て
ら
れ
て
い
る
見
事
な
も

の
で
す
。
第
二
次
大
戦
中
、
ナ
チ
占
領
軍

は
こ
れ
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
ニ
ュ
ル
ン
ベ

ル
グ
に
奪
い
去
り
、
戦
後
返
還
さ
れ
て
現

状
に
修
復
さ
れ
ま
し
た
。

聖
マ
リ
ア
教
会
正
面
の
高
い
塔
か
ら

一

時
間
ご
と
に
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
が
鳴
り
響
い

て
観
光
客
を
楽
し
ま
せ
ま
す
が
、
十
三
世

紀
モ
ン
ゴ
ル
軍
の
ク
ラ
ク
フ
侵
入
の
急
を

告
げ
た
ラ
ッ
パ
が
そ
の
は
じ
ま
り
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
農
村
の
道
す
じ
に
幼
児

イ
エ
ス
を
抱
い
た
マ
リ
ア
像
が
よ
く
見
ら

れ
ま
す
が
、
そ
の
素
朴
な
姿
に
わ
が
子
を

慈
し
む
母
の
姿
を
重
ね
た
の
は
人
々
の
自

然
な
感
情
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
。

（北
海
学
園
大
教
授
）

「黒 い聖母」

(チ ェンストホヴァ、

ヤスナ・グラ修道院)

「聖マリア教会」
(14世紀、クラクフ)
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今
年
は
、
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
詩
人
ア
ダ

ム

・
ミ
ツ
キ

ェ
ヴ
ィ
チ
の
生
誕
二
百
周
年

で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
は
大
統
領
の
呼
び
か

け
で

「
ミ
ツ
キ

ェ
ヴ
ィ
チ

・
イ
ヤ
ー
」
が

企
画
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
そ
の
企
画

に
は
、
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
し
た
二
人
の

詩
人
、
チ

ェ
ス
ワ
フ

・
ミ
ウ

ォ
シ

ュ
と

ヴ
ィ
ス
ワ
ヴ

ァ

・
シ
ン
ボ
ル
ス
カ
が
協
力

し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ン
ジ

ェ
イ

ｏ
ワ
イ
ダ

は
、
ミ
ツ
キ

ェ
ヴ

ィ
チ
の
代
表
作

「
パ

ジ
ョ
ル
ジ
ュ
・
サ
ン
ド
が
描
い
た
シ
ョ
パ
ン
の
肖
像

画

（
一
八
四

一
年
頃
）
。
シ
ョ
パ
ン
は
、
こ
の
絵
を

大
変
気
に
入
っ
て
い
た
。

浦

洋

ン

・
タ
デ
ウ
シ
」
を
映
画
化
す
る
計
画

で
、
こ
の
夏
に
は
撮
影
を
開
始
す
る
と
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
雑
誌

「ポ
リ
テ
ィ
カ
」
二

月
七
日
号
が
伝
え
て
い
ま
す
。

一
方
、
今
年
は

「
日
本
に
お
け
る
フ
ラ

ン
ス
年
」
に
も
あ
た

っ
て
い
ま
す
か
ら
、

私
は
フ
ラ
ン
ス
で
の
亡
命
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

た
ち
の
活
動
を
考
え
て
み
た
い
と
思

っ
て

い
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
来
年
の
シ
ョ
パ
ン

没
後
百
五
十
周
年
を
迎
え
る
た
め
の

〈予

習
〉
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

実
は
、
私
は
以
前
か
ら
、　
一
八
四
〇
年

の
シ
ョ
パ
ン

（
三
十
歳
）
に
と
く
に
興
味

を
持

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
シ
ョ
パ

ン
が
書
い
た
、
次
の
よ
う
な
二
通
の
面
白

い
手
紙
が
あ
る
か
ら
で
す
。

〈
一
八
四
〇
年
五
月
二
日
付
け
、

ル
ド
ヴ
ィ
ク
・
プ
ラ
ー
テ
ル
宛
て
〉

サ
ン
ド
女
史
は
、
彼
女
の
戯
曲
の
初
演

に
あ
な
た
を
招
待
す
る
よ
う
、
私
に
言
い

つ
け
て
お
り
ま
す
。
ご
連
絡
が
遅
れ
て
す

み
ま
せ
ん
。
座
席
表
を
見
た
と
こ
ろ
、
あ

な
た
の
お
隣
は
ク
ロ
ー

・
ベ
イ
様
で
す
。

フ
リ
ッ
ツ
・
ベ
イ

〈
一
八
四
〇
年
五
月
二
日
付
け
、

コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
・
ガ
シ
ン
ス
キ
宛
て
〉

君

に
約
束
し
て
い
ま
し
た
ね
―

こ
れ

は
、
刊
行
さ
れ
て
い
な
い

「
ス
ピ
リ
デ
ィ

オ
ン
」
の
原
稿
で
す
。
レ
イ
氏
は
君
の
蔵

書
に
な
る
こ
と
を
引
き
受
け
ま
し
た
。
後

で
、

「
ヴ

ァ
ー
レ
ン
ロ
ッ
ト
」
も
君
に
届

く
で
し
ょ
う
。
　

お
元
気
で

五
月
二
日
だ
１
　
　
　
　
　
シ
ョ
パ
ン

最
初
の
手
紙
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
の
ル

ド
ヴ
ィ
ク

・
プ
ラ
ー
テ
ル

（
シ
ョ
パ
ン
研

究
者
の
佐
藤
允
彦
氏
が

「
ル
ド
ヴ
ィ
カ
」

と
書
い
て
い
る
の
は
誤
り
）
に
宛
て
た
、

ジ

ョ
ル
ジ

ュ

・
サ

ン
ド

の
戯
曲

「
コ
ジ

マ
」

の
初
演

へ
の
招

待
状

で
、

「
ク

ロ
ー
」
と
い
う
の
は
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
医

師

ア
ン
ト
ワ
ー
ヌ

・
ク

ロ
ー
の
こ
と

で

す
。
こ
の
手
紙
の
中
で
、

「
ベ
イ
」
と
い

う
妙
な
言
葉
が
三
度
使
わ
れ
て
い
ま
す

が
、

こ
れ
は
ト
ル

コ
語
で

「
殿
下

・
閣

下
」
と
い
う
意
味
で
す
。
な
ぜ
シ
ョ
パ
ン

は
こ
の
と
き
、
ト
ル
コ
語
を
使

っ
て
言
葉

遊
び
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。

第
二
の
手
紙
は
次
の
日
に
書
か
れ
た
も

の
で
、

エ
ク
ス
と
い
う
町
に
い
た
ポ
ー
ラ

ン
ド
人
の
友
人
ガ
シ
ン
ス
キ
に
三
冊
の
本

を
送
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
手
紙
で
す
。
サ

ン
ド
の
小
説

「
ス
ピ
リ
デ
ィ
オ
ン
」
と
、

ポ

ー
ラ
ン
ド

の
昔

の
大
文
学
者
ミ

コ
ワ

イ

・
レ
イ
の
本
と
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
当
時

の
大
詩
人
ア
ダ
ム

・
ミ
ツ
キ

ェ
ヴ
ィ
チ
の

「
コ
ン
ラ
ー
ト

・
ヴ
ァ
ー
レ
ン
ロ
ッ
ト
」

の
三
冊
で
す
。
そ
し
て
、
最
後
に
シ
ョ
パ

ン
は
、

「
五
月
二
日
だ
！
」
と
書
い
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
は
、
分
割
さ
れ
る
前
の

ポ
ー
ラ
ン
ド
で

一
七
九

一
年
五
月
二
日
に

採
択
さ
れ
た
民
主
的
な
憲
法
の
記
念
日
を

指
し
て
い
ま
す

（偶
然
に
も
、
日
本
の
憲

法
記
念
日
と
同
じ
で
す
）
。

「
五
月
二
日

憲
法
の
精
神
を
守
ろ
う
」
と
い
う
の
は
、

「ポ
ー
ラ
ン
ド
を
復
活
さ
せ
よ
う
」
と
い

う
独
立
回
復
運
動
に
通
じ
る
ス
ロ
ー
ガ
ン

だ

っ
た
の
で
す
。
こ
ん
な
ふ
う
に
シ
ョ
パ

ン
が
政
治
運
動
の
こ
と
を
書
く
の
は
、
大

変
珍
し
い
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
手
紙
が
書
か
れ
た

一
八
四
〇
年
に
は
、
も
う

一
つ
不
思
議
な

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
シ
ョ
パ
ン

と
サ
ン
ド
が
、
こ
の
年
に
限

っ
て
、
ノ
ア

ン
に
行
か
な
か

っ
た
こ
と
で
す
。
二
人
は

九
年
間

（
一
八
三
八
～
四
七
年
の
足
か
け

十
年
）

一
緒
に
暮
ら
し
ま
し
た
が
、　
一
年

の
半
分

（だ
い
た
い
六
月
か
ら
十

一
月
ま

で
）
は
フ
ラ
ン
ス
中
央
部
の
田
舎
、
ノ
ア

ン
で
過
ご
す
の
が
習
慣
で
し
た
。
そ
こ
に

サ
ン
ド
が
祖
母
か
ら
譲
り
受
け
た
屋
敷
が

あ

っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、　
一
八
四
〇

年
だ
け
は
例
外
的
に
、
ず

っ
と
パ
リ
に
い

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
な
ぜ
だ

っ
た
の
で

し
ょ
う
か
。

整
理
す
る
と
、
私
が

一
八
四
〇
年
の
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シ
ョ
パ
ン
に
抱
い
た
三
つ
の
疑
間
は
、

①
ト
ル
コ
語

「
ベ
イ
」
を
使

っ
た
の
は
な

ぜ
か

②

「
二
月
二
日
だ
！
」
と
書
い
た
の
は
な

ぜ
一か

③
ノ
ア
ン
に
行
か
な
か

っ
た
の
は
な
ぜ
か

一と
い
う
こ
．と
で
す
。
私
は
う

い
最
近
に

な

つ
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
疑
問

へ
の
答
が

一
，

０
焦
れ
を
結
ぶ
こ
と
に
気
づ
き
ま
し

た
ず
そ
れ
は
、
亡
命
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
た
ち

の
政
治
運
動
と
時
代
精
神
で
す
。
イ

ェ

ジ
ー

・
ス
コ
プ

ロ
ネ
ク
と
い
う
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
歴
史
学
者
が
書
い
た

「
ラ
ン
ベ
ー
ル

館
の
バ
ル
カ
ン
政
策
」
と
い
う
論
文
の
お

か
げ
で
、
私
の
考
え
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
。
こ
の
論
文
を
ポ
ー
ラ
ン
ド
で
探
し
て

頂
い
た
、
北
大
留
学
生
の
マ
ジ

ェ
ー
ナ

・

テ
ィ
ム
チ
ョ
さ
ん
に
、
こ
の
場
を
借
り
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

本
稿
で
は
、
冒
頭
の
二
つ
の
手
紙
を
窓

に
し
て
、
当
時
の
政
治
運
動
と
シ
ョ
パ

ン
、
サ
ン
ド
の
関
係
を
の
ぞ
い
て
み
た
い

と
思
い
ま
す
。

チ
ヤ
ル
ト
リ
ス
キ
と
シ
ョ
バ
ン

シ
ョ
パ
ン
を
含
め
亡
命
ポ
ー
ラ
ン
ド
人

の
こ
と
を
考
え
る
に
は
、
ま
ず
、
歴
史
的

経
緯
を
見
て
お
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。先

ほ
ど
書
い
た

「
五
月
三
日
憲
法
」
採

択
か
ら
四
年
後
の

一
七
九
五
年
、
主
権
国

家
と
し
て
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
は
滅
亡
し
ま
し

た
。
ロ
シ
ア
、
プ

ロ
イ
セ
ン
、
オ
ー
ス
ト

リ
ア
と
い
う
周
辺
の
三
帝
国
に
よ

っ
て
分

割
さ
れ
尽
く
し
た
か
ら
で
す
。
そ
の
後
、

シ
ョ
パ
ン
が
生
ま
れ
た

一
八

一
〇
年
頃
に

は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
に
よ

っ
て
支
配
さ
れ

（

ワ
ル
シ
ャ
ワ
公
国
）
、
さ
ら
に
、
シ
ョ
パ

ン
の
幼
少
期
に
は
、
ウ
ィ
ー
ン
会
一議
が
作

り
出
し
た

「会
議
ポ
ー
ラ
ン
ド
」
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
ロ
シ
ア
が
支
配
す
る
国

だ

っ
た
の
で
、

〈神
童
〉
シ
ョ
パ
ン
は
、

ロ
シ
ア
皇
帝
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
ー
世
が
来

た
と
き
御
前
演
奏
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

ア
ダ
ム

・
イ
ェ
ジ
ー

・
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
ー

（
一
七
七
〇
～

一
八
六

一
）

次
の
皇
帝
ニ
コ
ラ
イ
ー
世
が
来
た
と
き
に

は
歓
迎
の
演
奏
会
に
加
わ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。　
一
八
二
五
年
に
ロ
シ
ア
で
起
こ
っ
た

デ
カ
プ
リ
ス
ト
の
乱
に
連
座
し
て
、
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
の
革
命
運
動
家
が
虐
殺
さ
れ
た

こ
と
を
、
思
春
期
の
シ
ョ
パ
ン
は
知

っ
て

い
た
か
ら
で
す
。

や
が
て

一
八
三
〇
年
、
フ
ラ
ン
ス
七
月

革
命
の
波
及
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
十

一
月

蜂
起

（
「
ワ
ル
シ
ャ
ワ
革
命
」
と
も
呼
ば

れ
る
）
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の

リ
ー
ダ
ー
が
ア
ダ
ム

・
イ
ェ
ジ
ー

・
チ
ャ

ル
ト
リ
ス
キ
で
す
。
蜂
起
は

一
時
的
に
成

功
し
ま
し
た
が
、
翌
年
九
月
、
Ｐ
ン
ア
軍

に
よ

っ
て
鎮
圧
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
ポ
ー

ラ
ン
ド
人
が
亡
命
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
シ
ョ
パ
ン
は
蜂
起
の
少
し
前
に
ポ
ー

ラ
ン
ド
を
出
国
し
て
お
り
、
蜂
起
の
失
敗

を
ド
イ
ツ
の
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
で
知

り
ま
し
た
。
こ
の
と
き
シ
ョ
パ
ン
が
ロ
シ

ア
を
憎
ん
で
、

「神
よ
、
あ
な
た
は
モ
ス

ク
ワ
人
な
の
で
す
か
！
」
と
書
き
つ
け
た

手
記
は
大
変
有
名
で
す
。
ち
な
み
に
、
こ

の
と
き
の
シ
ョ
パ
ン
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
、

ロ
シ
ア
政
府
が
発
行
し
た
も
の
で
す
。
彼

が
フ
ラ
ン
ス
市
民
権
を
と

っ
た
の
は
、　
一

八
三
七
年
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。

シ
ョ
パ
ン
は

一
八
三

一
年
九
月
か
ら
パ

リ
で
暮
ら
し
始
め
ま
し
た
が
、
し
ば
ら
く

し
て
、
続
々
と
亡
命
ポ
ー
ラ
ン
ド
人
た
ち

が
パ
リ
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
チ
ャ
ル
ト

リ
ス
キ
た
ち
が
到
着
し
た
の
は

一
八
三
三

年
で
し
た
。　
一
八
三
四
年
頃
か
ら
は
、

チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
の
妻
ア
ン
ナ
が
、
セ
ー

ヌ
川
に
浮
か
ぶ
サ
ン

・
ル
イ
島
の
ラ
ン

ベ
ー
ル
館
で
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
難
民
の
た
め

の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

・
バ
ザ
ー
を
開
く
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

シ

ョ
パ

ン
も

こ
の
バ

ザ
ー
で
必
ず
買
い
物
を
し
、
募
金
に
協
力

し
ま
し
た
。
ア
ン
ナ
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
名

家

の

一
つ
、
サ
ピ

ヱ
ハ
家

の
出
身

で
す

が
、
サ
ピ

エ
ハ
家
は
代
々
フ
ラ
ン
ス
と
の

結
び

つ
き
が
強
か

っ
た
の
で
、
有
力
者
の

後
ろ
だ
て
で
バ
ザ
ー
を
開
催
で
き
た
め

で

し
ょ
う
。
ち
な
み
に
、
か
つ
て
ポ
ー
ラ
ン

ド
の
サ
ピ

ヱ
ハ
家
で
は
、
シ
ョ
パ
ン
の
父

ミ
コ
ヮ
イ

（
フ
ラ
ン
ス
名

・
ニ
コ
ラ
）
が

フ
ラ
ン
ス
語
を
教
え
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
実
は
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
の
妻
の

一
人
と

な

っ
て
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
救

っ
た

マ
リ
ア

・

ヴ

ァ
レ
フ
ス
カ
も
、
ミ
コ
ヮ
イ
か
ら
フ
ラ

ン
ス
語
を
．習
い
ま
し
た
。

ラ
ン
ベ
ー
ル
館
の
所
有
者
は
ザ

ッ
フ
と

い
う
セ
ル
ビ
ア
系
モ
ラ
ビ
ア
人
で
、
そ
の

息
子
フ
ラ
ン
チ
シ
ェ
ク
は
、
プ

ラ

ハ
大
学

法
学
部
を
卒
業
後
、
十

一
月
蜂
起
に
義
勇

兵
と
し
て
参
加
し
た
人
で
し
た
。

フ
ラ
ン

チ
シ

ェ
ク
は
、
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
の
片
腕

と
な
り
ま
し
た
。　
一
八
四
三
年

に
な

っ

て
、
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
は
ザ

ッ
フ
か
ら
ラ

ン
ベ
ー
ル
館

（
オ
テ
ル

・
ラ
ン
ベ
ー
ル
）

を
正
式
に
獲
得
し
、
こ
こ
に
居
を
構
え
ま

し
た
。
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
を
支
持
す
る

人
々
が

「
オ
テ
ル

・
ラ
ン
ベ
ー
ル
派
」
と

呼
ば
れ
る
ゆ
え
ん
で
す
。
亡
命
ポ
ー
ラ
ン

ド
人
は
、
政
治
路
線
の
違
う
い
く

つ
か
の

グ

ル
ー
プ

に
分
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
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「
オ
テ
ル

・
ラ
ベ
ー
ル
派
」
は
有
力
な
保
守
的
グ

ル
ー
プ
で
し
た
。
ラ
ン
ベ
ー
ル
館
の

一
室
に
飾
ら

れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
レ
オ
ナ
ル
ド

・
ダ

・

ヴ
ィ
ン
チ
の
絵
に
つ
い
て
は
、
国
田
祐
作
先
生
の

御
研
究
が

「ポ
ー
レ
」
第
２
４
号

（
一
九
九
二
年

発
行
）
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

シ
ョ
パ
ン
は
政
治
活
動
家
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
音
楽
を
通
じ
て
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
と
親

し
く
交
際
し
ま
し
た
。
と
く
に
、
チ
ャ
ル
ト
リ
ス

キ
の
姪
に
あ
た
る

マ
ル
ツ
ェ
リ
ー
ナ
は
、
ポ
ー
ラ

ン
ド
の
名
門
、
ラ
ジ
ヴ
ィ
ウ
家

の
出
身
で
、
シ
ョ

パ
ン
に
ピ
ア
ノ
を
習
い
ま
し
た
。
ラ
ジ
ヴ
ィ
ウ
家

総
帥
の
ア
ン
ト

ニ
は
プ

ロ
イ
セ
ン
の
王
女
を
妻
に

し
、
ポ
ズ
ナ
ニ

（ド
イ
ツ
語
で

「ポ
ー
ゼ
ン
」
）

地
方
を
治
め
る
殿
様
の
よ
う
な
人
で
し
た
。
大
変

な
音
楽
好
き
だ

っ
た
の
で
、
昔
か
ら
シ
ョ
パ
ン
を

可
愛
が

っ
て
い
ま
し
た
。
シ
ョ
パ
ン
の
方
は
ア
ン

ト

ニ
に
ピ
ア
ノ
ニ
重
奏
曲
を
献
呈
し
ま
し
た
。
ラ

ジ
ヴ

ィ
ウ
は

ベ
ー
ト
ー
ヴ

ェ
ン
や
メ
ン
デ
ル
ス

ゾ
ー
ン
と
親
し
か

っ
た
の
で
、
シ
ョ
パ
ン
は
ド
イ

ツ
の
音
楽
家
の
こ
と
を
聞
い
て
知

っ
て
い
た
と
思

わ
れ
ま
す
。

ラ
ン
ベ
ー
ル
館
の
パ
ル
カ
ン
政
策

さ
て
、
シ
ー
ハ
ン
と
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
の
関
係
を

簡
単
に
説
明
し
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
手
紙
の
ト

ル
コ
語
の
謎
に
近
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
は
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
再
び
復

活
さ
せ
る
た
め
に
、
パ
リ
で
い
く
つ
か
の
計
画
を

練
り
、
国
際
情
勢
に
応
じ
て
作
戦
を
変
え
ま
し

た
。
も
と
も
と
、
ロ
シ
ア
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
ー

世
の
下
で
外
務
大
臣
を
つ
と
め
、
ウ
ィ
ー
ン
会
議

に
出
席
し
た
経
験
を
持
つ
て
い
た
の
で
、
国
際
情

勢
に
敏
感
だ

っ
た
の
で
す
。
彼
の
基
本
方
針
に

な

っ
て
い
た
の
は
、
様
々
な
帝
国
に
支
配
さ
れ
て

い
る
ス
ラ
ブ
人
が
連
携
し
て
、
革
命
を
起
こ
す
こ

と
で
し
た
。
と
く
に
、
当
時
ト
ル
コ
に
支
配
さ
れ

て
い
た
バ
ル
カ
ン
半
島
に
住
む
南
ス
ラ
ブ
人

（
セ

ル
ビ
ア
人
や
ブ
ル
ガ
リ
ア
人
な
ど
）
の
民
族
運
動

に
共
感
し
た
チ
ャ
ル
ト
哄
ス
キ
は
、
陰
で
セ
ル
ビ

ア
人
た
ち
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
、
ト
ル
コ
政
府

と
交
渉
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
、

「
ラ
ン
ベ
ー
ル
館

の
バ
ル
カ
ン
政
策
」
と
言
わ
れ
る
も
の
で
す
。
も

し
ト
ル
コ
と
い
う
国
が
存
続
す
る
な
ら
ば
、
ト
ル

コ
内
に
ス
ラ
ブ
人
の
自
治
連
邦
を
作
る
構
想
を
進

め
、
も
し
ト
ル
コ
が
戦
争
の
敗
北
で
崩
壊
す
る
こ

と
が
あ
れ
ば
、
そ
れ
に
乗
じ
て
独
立
革
命
を
起
こ

昔むか し、スラブの地がまだ原始林に覆われ

ていた頃、二人の兄弟がいた。 レフとチェフと

ルスである。ルスは広い草原を求めて東方へ、

チェフは商売の道を求めて南方へ向かったが、

レフはこの森を開拓 しようと決めた。とある林

間に湖のある平地、真ん中に柏の巨木、そして

真 っ赤な夕空 に大きな白鷲が悠然 と舞 ってい

た。

なんと素晴らしい処だ !

ここがすっかり気に入り、仲間と住み着き、

開拓を進めた。この土地はグニエズノ (鷲の巣

の意、現在ポズナンの近くにある。白鷲はポー

ランドの象徴)、 彼らはポラーニエ (平原の住

民の意)と 呼ばれるようになった。レフの子孫

はピアス ト王朝を創 り、末裔 ミエシヨー世は

キ リス ト教を受け入れ (996年 )こ こにポーラ

ンドの歴史は始まった。

・・・・なお、東へ旅 したルスはロシヤを、

南へ行 ったチェフはチェコを拓いた。そして

今再び、連帯の リーダーとして レフ (レ フ・

ワレサ大統領)が現れた !

[備考]

Barbara O/DRISCOLL著 。ポーラ ン ドの歴史

より。               .
国名ポルスカ (ポ ーラン ド)や 民族名ポ

フーニエの由来。

996年 。日本は平安時代、小野道風没し、藤

原道長生まれる。
     (富 山 信夫 )
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す
い
と
い
う
作
戦
で
し
た
。
当
時
、
ト
ル

コ
は
エ
ジ
プ
ト

（ト
ル
コ
に
支
配
さ
れ
て

い
た
）
と
二
度
の
戦
争
を
し
ま
し
た
が
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
の
う
ち
、
フ
ラ
ン
ス
だ

け
が
エ
ジ
プ
ト
に
味
方
し
、
イ
ギ
リ
ス
な

ど
有
力
国
が
ト
ル
コ
を
保
護
し
ま
し
た
。

か
け
ひ
き
の
結
果
、
最
終
的
に
イ
ギ
リ
ス

お
よ
び
ト
ル
コ
側
が
勝

っ
た
形
に
な
り
ま

し
た
。
フ
ラ
ン
ス
は
孤
立
し
、
東
方
政
策

の
責
任
を
と

っ
て
閣
僚
が
交
替
し
ま
し

た
。　
一
八
四
〇
年
の
こ
と
で
す
。

も
う
、
お
気
づ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
、

冒
頭
の
シ
ョ
パ
ン
の
手
紙
が
書
か
れ
た

一

八
四
〇
年
五
月
は
、
ト
ル
コ
の
話
題
で
持

ち
切
り
の
時
期
だ

っ
た
の
で
す
。
し
か

も
、
手
紙
の
相
手
の
ル
ド
ヴ
ィ
ク

・
プ

ラ
ー
テ
ル
は
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
の
参
謀
の

一
人
で
、
ト
ル
コ
問
題
に
つ
い
て
意
見
を

交
換
す
る
間
柄
だ

っ
た
の
で
す
。
そ
の
証

拠
に
、
こ
の
二
人
が
交
わ
し
た
手
紙
が

残

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
紙
に
出
て
く

ア
ダ
ム

・
ミ
ツ
キ

ェ
ヴ
ィ
チ

（
一
七
九
八
～

一
八
五
五
）

る
ク
ロ
ー
医
師
は
、
史
料
に
よ
れ
ば
、
エ

ジ
プ
ト
に
滞
在
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、

フ
ラ
ン
ス
と

エ
ジ
プ
ト
と
の
結
託
に
関

わ

っ
た
人
物
と
想
像
さ
れ
ま
す
。
で
す
か

ら
、
こ
の
手
紙
を
書
く
に
あ
た
っ
て
シ
ョ

パ
ン
が
ト
ル
コ
と
エ
ジ
プ
ト
を
意
識
し
、

ト
ル
コ
語
の
言
葉
遊
び
を
し
た
の
は
、
以

上
の
よ
う
な
時
代
背
景
が
あ

っ
た
か
ら
だ

と
考
え
ら
れ
る
の
で
す
。

当
意
即
妙

に

「
ク
ロ
ー

・
ベ
イ
」
と

し
ゃ
れ
を
書
き
、
自
分
の
サ
イ
ン
を

「
フ

リ
ッ
ツ

（
フ
リ
デ
リ
ク
の
略
）

。
ベ
イ
」

と
認
め
る
エ
ス
プ
リ
は
、
い
か
に
も
シ
ョ

パ
ン
ら
し
い
と
言
え
ま
す
。
ま
る
で
音
楽

の
よ
う
に
、
彼
は
言
葉
を
転
調
さ
せ
て
い

ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
語
か
ら
ト
ル
コ
語
へ
の

転
調
は
、

へ
短
調
か
ら
唐
突
な

口
長
調

へ
、
あ
る
い
は
、
異
名
同
音
に
よ
る
嬰
ハ

短
調
か
ら
変
イ
長
調

へ
の
転
調
だ

っ
た
の

で
し
ょ
う
か
。　
一
つ
の
手
紙
に
平
気
で
二

～
五
か
国
語
を
使
う
シ
ョ
パ
ン
に
は
、

言
語
に
も
調
性
感
が
あ

っ
た
に
ち
が
い

あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
サ
ン
ド
の
こ
と
も
忘
れ
て
は

い
け
ま
せ
ん
。
サ
ン
ド
が
プ
ラ
ー
テ
ル

や
ク

ロ
ー
を
芝
居

に
招
待
し
た
こ
と

は
、
彼
女
自
身
が
チ
ャ
ル
ト
リ
ス
キ
陣

営
の
人
脈
に
通
じ
て
い
た
こ
と
を
示
し

て
い
ま
す
。

私
は
か

つ
て
漠
然
と
、
バ
イ

ロ
ン
を

は
じ
め
当
時
の
ロ
マ
ン
派
は
ギ
リ
シ
ャ

と
ト
ル
コ
の
対
立
を
意
識
し
て
い
た
か

ら
、
シ
ョ
パ
ン
が
ト
ル
コ
語
で
冗
談
を

言
う
こ
と
も
あ

っ
た
の
だ
ろ
う
、
と

思

っ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
実
際
に

は
、
ラ
ン
ベ
ー
ル
館
の
バ
ル
カ
ン
政
策

に
関
わ

っ
て
い
た
の
で
す
。
こ
れ
で
、

①
ト
ル
コ
語
の
謎
は
解
け
ま
し
た
。

（
つ
づ
く
）

今
年
の
活
動
に
つ
い
て

去
る

一
月
十
四
日
と
二
月
九
日
の
２

回
に
わ
た

っ
て
本
協
会
の
運
営
委
員
会

が
開
か
れ
、
本
年
度
の
活
動
の
具
体
的

な
内
容
に
つ
い
て
討
議
し
た
結
果
、
次

の
よ
う
な
内
容
で
行
う
こ
と
に
き
ま
り

ま
し
た
。

会
誌

「ポ
ー
レ
」
の
充
実

本
年
度
の
総
会
で
了
承
さ
れ
た
基
本

方
針
に
従
い
、
発
行
を
年
４
回
か
ら
年

３
回
に
減
ら
す

一
方
、
わ
が
国
に
お
け

る
ポ
ー
ラ
ン
ド
交
流
組
織
を
代
表
す
る

組
織
に
ふ
さ
わ
し
い
充
実
し
た
内
容
に

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
政
治

・

経
済
、
文
学

・
歴
史
、
美
術
、
音
楽
、

舞
台
芸
術
な
ど
に
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
方
々
に
定
期
的
に
執
筆
を
依
頼
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
号
は
、
そ
の

最
初
の
例
に
な
り
ま
す
。

（責
任
者

‥

「ポ
ー
レ
」
編
集
委
員
）

ポ
ー
ラ
ン
ド
料
理
の
会
と

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
の
開
催

好
評
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
料
理
の
会
を
今

年
も
熊
倉

ハ
リ
ー
ナ
さ
ん
を
中
心
に
開

催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
と

同
時
に
、
ク
ラ
コ
フ
の
日
本
美
術
セ
ン

ジョルジュ・サンド

(1804-1876)
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タ

ー
支
援

の
た
め

の
チ

ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
を
開
き
た
い
と
い

う
提
案
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
バ
ザ
ー
は
例
会
な
ど
機
会
あ

る
た
び
に
開
か
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
す

（本
誌
の
記
事
参
照
）
。

な
お
、
す
で
に
会
員
の
國
田
氏

か
ら
自
筆
の
絵
は
が
き
を
、
団
体

会
員
の
河
合
楽
器

（株
）
か
ら
楽

器
を
提
供
し
た
い
と
い
う
申
し
出

が
あ
り
ま
し
た
。

（料
理
講
習
会

の
責
任
者

‥
斎
田
道
子
、
佐
々
木

保
子
、
バ
ザ
ー
の
責
任
者

‥
國
田

祐
作
、
小
林
暁
子
）

映
画
の
上
映
会

九
月
下
旬
ご
ろ
を
目
指
し
て
、

ポ
ー
ラ
ン
ド
映
画
の
名
作
の
ビ
デ

オ
化
さ
れ
た
も
の
を
鑑
賞
す
る
会

を
開
く
方
向
で
検
討
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

前
回
は
か
で
る
２

・
７
の
視
聴

覚
室
で

「
コ
ル
チ
ャ
ッ
ク
先
生
」

の
上
映
が
あ
り
、
好
評
で
し
た
。

（責
任
者

‥
霜
田
千
代
麿
、
本
間

富
雄
氏
に
も
協
力
を
依
頼
）

総
会
お
よ
び
例
会

本
年
十
月
十
七
日
に
三
浦
洋
氏

の

「
シ
ョ
パ
ン
」
に
つ
い
て
の
お

話
の
最
．終
回

（第
二
回
）
を
例
会

と
し
て
行
い
、
引
き
続
い
て
総

会
と
恒
例
の
懇
親
会
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

（
責
任
者

‥
小
笠
原
正
明
、
高
岡
美
保
）

そ
の
他

五
月
二
十

一
日
に
札
幌

コ
ン

サ
ー
ト
ホ
ー
ル

ヽ
きヽ
こ

で
開
か

れ
る
カ
ジ
ミ

エ
ッ
シ

ュ
・
ギ

ェ

ル
ジ

ョ
ー
ド
氏
の
ピ

ア
ノ
リ
サ

イ
タ
ル
、
お
よ
び
六
月
十
八
日

に
同
じ
く
【
導
ミ

で
開
か
れ
る
遠

藤
郁

子

（
ピ

ア
ノ
）
と

マ
リ

ア

・
ポ

ミ

ャ
ノ

フ
ス
カ

（
ス

カ

・
フ
ィ
ド
ル
）
の
演
奏
会

に

つ
い
て
は
、
共
催
に
近
い
形
で

で
き
る
限
り

の
後
援
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
本
年
度

の
総
会
で
議

論
さ
れ
た
市
民
参
加
の

「
ポ

ー

ラ
ン
ド

の
夕

べ
」
は
、
内
容
が

煮
詰
ま
ら
な

い
た
め
、
引
き
続

き
検
討
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し

た
。
で
き
れ
ば
来
年
度

（
本
年

十

一
月
以
降
）
に
実
施
し
た
い

と
い
う
方
針
が
出
さ
れ
て
い
ま

す
。
楽
し
い
集
い
と
す
る
た
め

の
案
を
責
任
者
に
お
寄
せ
下
さ

い
。

（
責
任
者

‥
市
川
恒
樹
、

小
笠
原
正
明
、
富
山
信
夫
）

日本ショバン協会北海道支部第91回例会

“ショバン。そのポーランドの心"

西野コンサート15月年言己念 [第2弾 ]
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鐸

ン

仄

攀

今
年
度
の
活
動
予
定

の
中

で
も
触
れ
ま
し
た

が
、
バ
ザ
ー
に
つ
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

昨
年
秋
ポ
ー
ラ
ン
ド
訪
問
団
は
、
ク
ラ
ク
フ
の

日
本
美
術
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
ま
し
た
。

（
関
連
の

記
事
は
ポ

ー
レ
２
５

・
２
８
号
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。
）

ヴ
ィ
ス
ヮ
川
に
面
し
た
景
色
の
美
し
い
場
所
に

建
て
ら
れ
た
立
派
な
セ
ン
タ
ー
で
素
晴
ら
し
い
日

本
美
術
の
コ
レ

ク
シ

ョ
ン
を
見

る
こ
と
が
で
き

た
の
は
大
き
な

感
激

で
し
た
。

け
れ
ど
も
こ
の

セ
ン
タ
ー
は
、

財
政
難
の
た
め

運
営

に
支
障
を

き
た
し
て
お
り

学
芸
員
も
置
け

な
く
な

っ
た
こ

と
を
知
り
ま
し

た
。ポ

ー
ラ
ン
ド

の
人
々
が
日
本

の
美
術
品
の
た

め
に
建
物
を
建

て
て
大
切
に
保

存
し
て
く
だ
さ

っ
て
い
る
の
に
、
日
本

人
が
何
も
し
な
い
で
良
い
わ
け
は
な

い
。
何
か
お
役
に
立
て
る
こ
と
は
な
い

も
の
か
と
話
し
合

っ
た
結
果
、
北
海
道

ポ
ー
ラ
ン
ド
文
化
協
会
と
し
て
し
て
バ

ザ
ー
を
催
し
、
そ
れ
で
得
た
収
益
を
た

と
え
少
額
で
も
セ
ン
タ
ー
に
継
続
的
に

寄
付
を
し
て
は
ど
う
か
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
今
年
度
は
ま
ず
手
始
め
に
例

会
の
た
び
に
会
場
の

一
隅
で
バ
ザ
ー
を

開
く
こ
と
を
計
画
し
ま
し
た
。
そ
の
た

め
会
員
の
皆
様
に
は
次
の
こ
と
で
協
力

を
お
願
い
し
た
い
の
で
す
。

（
１
）
お
使
い
に
な
ら
な
い
品
物
の
寄

付
―
ご
家
庭
に
あ
る
贈
答
品

（
タ
オ

ル

・
石
鹸

。
保
存
の
き
く
食
料
品

・
食

器
な
ど
）
ス
カ
ー
フ

・
マ
フ
ラ
ー
な
ど

の
小
物

・
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
お
土
産

。
画

集

。
絵
本

。
写
真
集
な
ど
。
そ
の
他
。

（
２
）
バ
ザ
ー
に
参
加
し
て
買

っ
て
い

た
だ
く
こ
と
。

（
３
）
売
り
子
と
し
て
お
手
伝
い
い
た

だ
く
こ
と
。

な
お
、
ご
寄
付
の
品
物
を
受
け
取
り

ス
ト
ッ
ク
し
て
お
く
場
所
と
し
て
次
の

三
名
の
家
を
決
め
ま
し
た
。
お
問
い
合

わ
せ
そ
の
他
は
下
記

へ
お
願
い
し
ま

す
。
第

一
回
の
バ
ザ
ー
は
六
月
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

最
近
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
の
物
価

ポ
ー
ラ
ン
ド
の
新
聞

「ポ
リ
テ
ィ
カ
」

の
物
価
は
、
対
前
年
比
十
六
％
ア
ッ
プ

二
十
七
％
ア
ッ
プ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

に
よ
れ
ば
十
二
月
末
ワ
ル
シ
ャ
ワ

（
４
１
品
目
平
均
）
、
な
お
月
収
は

（富
山
）
　

　

，

帥

躍

３９８
鶴

幡

師
螂
ｍ

２６０
弱

４３０
翻

硼

３３

２
．
‐

０
．
５

０
・
７

‐２‐

３２
脚

４

９

４

　

４

１

郎

■

２

　

５

６

１

　

１

０

１

１

　

拐

５

‐１

５

　

０

１

滅

７

３

　

８

７

２

　

２

１

轟物 市価

1997 冊キ 1997 1111016 1"臨
ノ`   ン

1.1

H6
86

2500

[量主I POLITYKA{1998.1.10→ より

隠饒
キ

: z:=0'「 として 傷7年末3.54ユ |=IF″ =100m

牛 乳   :  39
バリアー    2503     85

カ,テージラF―うで  kg    481

1夕   嘲書      k8     65

牛肉骨付
′ k8  333

月5,争桑雪      13     30

リンゴ   ig  56
オレンジ  kg  H8
ウオ,力  0.5:  574
コーヒー 1008  63
チョコレート1003   59
マ各」多奪J多 食  173
機人美容室 目 I110

紳士背広  着 20050

冷蔵庫 {280,)台 44400

オラーテレビ(21型  台 4Q700

映 画   目 370
〔〕1)ンコー1     数   1200
市営交通  日 20■ 52

佐
々
木
保
子

（
８
１
４

，
９
９
８
１
）

小
林
　
暁
子

（
８
３
１

‐
８
５
７
０
）

斎
田
　
道
子

（
６
２
１

‐
１
７
３
８
）

よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま

す
。

「ポ
ー
レ
」
編
集
委
員
会

小
笠
原
正
明

・
斎
田
道
子

佐
々
木
保
子

・
安
田
誠
子

〔連
絡
先
〕
６
２
１

，
１
７
８
３

（斎
田
）
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